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午後１時30分開議 

○事務局長（興梠 恵志事務局長）  御起立をお願いいたします。一同、礼。 

〔起立・礼〕 

○事務局長（興梠 恵志事務局長）  御着席ください。 

 議長の許可を得ていますので、暑い方は上着をお取りください。 

○議長（本願 和茂議員）  これより本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであります。 

────────────・────・──────────── 

日程第１．発委第１号 

○議長（本願 和茂議員）  初めに、日程第１、発委第１号民生委員・児童委員の処遇改善を求め

る意見書についてを議題とします。 

 なお、この発委は、タブレットに掲載のとおり、議会運営委員長から提出されたものでありま

す。 

 初めに、事務局長に意見書を朗読させます。 

○事務局長（興梠 恵志事務局長）  それでは、意見書を読み上げます。 

 民生委員・児童委員の処遇改善を求める意見書。 

 民生委員・児童委員は、民生委員法に基づき厚生労働大臣から委嘱を受けた特別職の地方公務

員である。「民生委員・児童委員は給与を支給しないものとする（法第１０条）」となっており、

その活動費は１人年額６０,２００円が地方交付税措置されている。少子高齢化が進む中で、そ
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の年齢分布は６０歳以上が８０％超であり、中でも６５歳以上は６７％を占める割合となってい

る。 

 民生委員・児童委員の役割は年々複雑・多様化・困難化してきており、在宅福祉・介護、健康

保険・医療、母子保健、子供の教育・学校生活、仕事、家族関係、生活環境他日常的な支援など

多岐にわたり、最近では老老介護の相談や高齢者の詐欺被害防止、認知症の独居老人の見守りな

ども増加傾向にあり、重荷となっている。 

 このような中、民生委員・児童委員の担い手不足が顕著になってきており、その充足率は定数

の９４.５％（令和４年度）で、現在も９０％台を推移しており、担い手の確保が大きな課題と

なっている。その理由を見ると、「業務負担の増加」「住民理解の希薄化」「担い手の高齢化」

「高齢者の就労率上昇」「報酬・活動費の低廉化」等である。活動内容は訪問が最も多く、年間

１人当たり約１４２～１６３件となっており、特に地方では車での移動が主となっている。昨今

の物価高騰に加え、国際情勢に左右されやすい燃料費も大きな負担と言える。民生委員・児童委

員の活動費は各自治体で支給されているが、活動の継続や担い手確保の観点からも処遇改善は喫

緊の課題であることを踏まえ、下記の事項について強く要望する。 

 １、民生委員法第１０条を改正し、民生委員・児童委員に対する給料を支払うとともに費用弁

償の額を引き上げるなどの財政支援の拡充を図ること。 

 ２、民生委員・児童委員の地域での活動等の補佐を行う「民生委員協力員」の位置づけを明確

化し、費用弁償などの財政支援を創設すること。 

 以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。 

 令和８年６月１７日、宮崎県高千穂町議会議長、本願和茂。 

 以上です。 

○議長（本願 和茂議員）  以上で、朗読が終わりました。 

 ここでお諮りします。発委第１号については、質疑・討論を省略したいと思いますが、これに

御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（本願 和茂議員）  異議なしと認めます。したがって、発委第１号については、質疑・討

論を省略することに決定しました。 

 これより採決を行います。発委第１号について、原案のとおり決定することに賛成の方は起立

願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（本願 和茂議員）  起立全員であります。したがって、発委第１号は原案のとおり可決さ

れました。 
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 なお、意見書の取扱いにつきましては、議長に一任願います。 

────────────・────・──────────── 

日程第２．閉会中の継続調査の申し出について 

○議長（本願 和茂議員）  次に、日程第２、閉会中の継続調査の申し出についてを議題とします。 

 タブレットに掲載のとおり、議会運営委員会、九州中央自動車道整備促進対策特別委員会、鉄

道公園化に関する特別委員会の各委員長から、会議規則第７５条の規定に基づき、閉会中の継続

調査申出書が議長に提出されています。 

 ここでお諮りします。各委員長の申出のとおり、閉会中の継続調査とすることに御異議ありま

せんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（本願 和茂議員）  異議なしと認めます。したがって、各委員長の申出のとおり、閉会中

の継続調査とすることに決定しました。 

────────────・────・──────────── 

日程第３．高千穂中学校建設移転等に関する特別委員会の調査結果報告を求めることにつ

いて 

○議長（本願 和茂議員）  次に、日程第３、高千穂中学校建設移転等に関する特別委員会の調査

結果報告を求めることについてを議題とします。 

 お諮りします。高千穂中学校建設移転等に関する特別委員会から、調査中の事件について、調

査結果報告を求めたいと思いますが、これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（本願 和茂議員）  異議なしと認めます。よって、高千穂中学校建設移転等に関する特別

委員会から、調査中の事件について、調査結果報告を求めることに決定しました。 

 ここで報告を求めます。委員長、中島早苗議員、登壇願います。 

○高千穂中学校建設移転等に関する特別委員長（中島 早苗議員）  高千穂町議会会議規則第

４１条の規定により、その経過と結果を報告いたします。 

 令和８年４月９日、第３回「高千穂中学校建設移転等に関する特別委員会」を開催、執行部よ

り町民アンケートの結果報告がありました。 

 まず、アンケートの内容の概略として、１、年齢、２、性別、３、地区、４、中学生以下の子

供がいるか、５、町の教育方針について、６、移転・新築の早期着工を目指すことについて、７、

事業費について、８、移転先について、９、自由記入欄となっていました。 

 アンケートは９,２４０人に送付され、３,１９１人が回答、３４.５３％の回答率で、中学校

移転に対しての具体的な質問として、問い６の早期着工を目指すことに対して、理解できるが



- 5 - 

２,２４０人、ある程度理解できるが６０１人で、約８９％の人が回答。 

 問い７、事業費については、安全性や教育費環境を重視し必要な範囲で費用増も検討するが

１,１８２人、標準的な範囲で検討と回答した人が９９２人と全体の６８％。 

 問い８、移転新築する立地場所としてどのような環境を重視するかに対して、１位、災害リス

クが低い、２、広い場所、３、中心部。 

 問い９、その他の記述として、費用コスト抑制、将来の配慮、既存施設の活用、道の駅など他

事業の見直し、安全重視、早期移転、早期決定の要望などで１１４件。 

 以上のような結果説明でした。 

 これらのことを踏まえて、質疑応答を行いました。 

 問い。町民に対して、アンケートの結果はどのように知らせるのか。 

 答え。まず、建設検討委員会などの委員会に説明後、町民に公表したいと考えている。 

 問い。最終決定はどのような過程で進めるのか。 

 答え。庁舎内の会議で、最終的に、町が責任を持って決める。 

 最後に、町長より、これらのアンケート結果も参考に、６月定例会前までには場所の候補地を

決定したいとの話がありました。 

 ５月１５日、町長より特別委員会を開いてほしいと申入れがあり、第４回「高千穂中学校建設

移転等に関する特別委員会」を開催しました。 

 この委員会において、町長より、高千穂中学校移転新築候補地は高千穂小学校隣接地を最適地

として決定しましたとの報告を受けました。 

 決定理由として、次のようなお話がありました。 

 １点目、町の教育方針として「小、中学校の連携強化及び、小、中一貫教育」を進めていく上

で、最適な連携を図っていける。 

 ２点目、経済性を考慮したところ、他の候補地と比較した場合においても優れている。 

 ３点目、教育環境や利便性、また安全性についても、問題ないと考えられる。 

 これらの説明を受け、質疑応答に移りました。 

 問い。小学校隣接地の当初候補地は文化財構造地で、５年間ほど調査にかかるとされていたが

大丈夫か。 

 答え。今回想定している候補地は、文化財構造地の範囲外であるため、地積調査で終了する見

込みである。 

 問い。中学校関連の施設整備に対して、どのような手順で進めていくのか。 

 答え。これから基本計画や基本設計を進める過程で進めていく。 

 プールは町営を活用し、式典会場などステージを必要とする行事は小学校の体育館を使用でき
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るが、運動場、体育館は中学校独自のものが必要と考えている。 

 これらの質問のほかに、通学路や通学方法、給食関係について、また用地確保の現状について

など、様々な質問がありました。 

 最後に、６月定例会において候補地の決定表明を町長がされることを確認し、会を終了しまし

た。 

 ６月２日、第５回の特別委員会を開催。町長より、要望団体との意見交換会の内容説明を受け

ました。 

 執行部退席の後、議員より、委員会として中学校問題に対する議会の意向を町民に知らせるべ

きではとの意見を受け、町長の中学校建設候補地を高千穂小学校隣接地とするとの決定に、賛成

か反対かの賛否を問いました。 

 結果、賛成多数で、候補地は高千穂小学校隣接地を高千穂町議会の総意とすることで決定しま

した。 

 ６月１１日、各団体より中学校建設移転に対して意見を聞いてほしいとの申入れがあり、第

６回特別委員会を開催。視点を変えての貴重な御意見を伺うことができました。 

 この各団体との意見交換会をもちまして、特別委員会の設置目的であります高千穂中学校建設

移転問題に対して、町の方針が決定しましたので、今日の報告をもって委員会の最終報告といた

します。 

 高千穂中学校建設移転等に関する特別委員会委員長、中島早苗。 

 以上でございます。 

○議長（本願 和茂議員）  以上で、高千穂中学校建設移転等に関する特別委員会の委員長からの

報告が終わりました。 

 ここでお諮りします。ただいまの委員長報告をもって、高千穂中学校建設移転等に関する特別

委員会は、設置目的の調査が全て終わりましたので、本日をもって終了することに御異議ありま

せんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（本願 和茂議員）  異議なしと認めます。よって、高千穂中学校建設移転等に関する特別

委員会は、本日をもって終了することに決定しました。 

────────────・────・──────────── 

日程第４．議員派遣について 

○議長（本願 和茂議員）  次に、日程第４、議員派遣についてを議題とします。 

 お諮りします。会議規則第１２９条第１項の規定に基づき、タブレットに掲載のとおり、議員

を派遣することにしたいと思いますが、これに御異議ありませんか。 
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〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（本願 和茂議員）  異議なしと認めます。したがって、タブレットに掲載のとおり、議員

を派遣することに決定しました。 

 ここで、町長から挨拶があります。 

○町長（甲斐 宗之町長）  令和８年第２回高千穂町議会定例会の閉会に当たりまして、一言お礼

の御挨拶を申し上げます。 

 去る６月５日に開会いただきました本定例会におきましては、報告９件、承認３件、条例議案

１件、各会計補正予算６件、人事案件１件、その他３件の合計２３件の重要案件につき、１３日

間にわたりまして慎重かつ熱心に御審議をいただき、いずれの議案も原案どおりに御承認をいた

だき、誠にありがとうございました。厚く御礼を申し上げます。 

 本議会におきましては、特に、一般質問では多くの項目について御質問をいただきましたが、

いずれの御質問も、本町が直面する課題の解決、また進むべき方向性を考える上で大変重要な内

容でございました。賜りました御意見、御提言につきましては、執行部としてしっかりと受け止

めさせていただき、今後も、町民の福祉の向上、教育環境の充実、各種産業の振興、行財政改革

のさらなる推進等に努めてまいります。 

 さて、国の物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金を活用した、町民の皆様お一人当たり

１万７,０００円分の「たかちほスマイル商品券」につきましては、既に、多くの各家庭にお届

けできております。使用できる期間は６月１日から９月３０日までとなっておりますので、町民

の皆様には早めに御活用いただきたいと存じます。 

 物価高騰については、中東情勢の悪化も一要因でございますが、報道等によれば、戦闘終結の

覚書締結が週末にもまとまるであろうという情報でございます。ぜひとも、その方向で進んでい

ただき、原油不足等の不安が取り除かれ、資材価格高騰、資材不足等の課題が少しでも改善し、

各種産業への影響、また日常生活の負担軽減が図られることを期待するものでございます。 

 結びに、議員各位におかれましては、今後とも何かと御多忙であろうと存じますが、梅雨の時

期が過ぎますと、暑さ厳しい夏を迎えます。４０℃を超えて「酷暑日」という呼び方も出る時代

でございます。くれぐれも健康管理には御留意の上、引き続き、本町発展のため御尽力をいただ

き、また御協力、御助言を賜りますようお願いを申し上げまして、お礼の御挨拶とさせていただ

きます。誠にありがとうございました。 

○議長（本願 和茂議員）  閉会に当たりまして、一言御挨拶を申し上げます。 

 議員各位におかれましては、今定例会も熱心に御審議いただき、一般質問では１０名の議員か

ら２１件の質問が行われました。 

 町民からの意見や要望を議場で一般質問することは、最も町民の目に映る、言わば議員の晴れ
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舞台であります。しかし、その裏では、日々の業務に追われる中、通告後、短期間で質問に対し

答弁、対応している執行部の労力に、我々議員は理解を示すことも必要であります。議会と執行

になれ合いは必要ありませんが、思いやりや互いに譲り合いができる互譲の精神は、議員にとっ

て最も大切なことだと思いますので、御理解いただきたいと思います。 

 さて、令和８年も半年が過ぎようとしており、いよいよ夏本番となります。明許繰越、事故繰

越と過年災害の爪痕が残ってはいますが、復旧もあと一歩まで来ている段階であるため、今夏、

新たな災害が発生しないことを願うばかりであります。 

 議員各位並びに執行部各位におかれましては、備えあれば憂いなしを念頭に、お体には十分御

自愛いただき、町政発展に引き続き御尽力をお願い申し上げ、閉会に当たっての挨拶といたしま

す。 

────────────・────・──────────── 

○議長（本願 和茂議員）  以上をもちまして、本日の日程は全て終了しました。 

 これで、令和８年第２回高千穂町議会定例会を閉会します。 

○事務局長（興梠 恵志事務局長）  御起立をお願いいたします。一同、礼。 

〔起立・礼〕 

午後１時49分閉会 

────────────────────────────── 
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